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私
が
石
田
浩
氏
に
指
導
を
仰
ぐ
よ
う
に
な
�
て
�
す
で
に
十
数
年

が
経
過
し
た
�
氏
と
の
出
会
い
は
ゼ
ミ
の
説
明
会
で
あ
�
た
�
説
明

会
の
壇
上
で
地
域
研
究
を
行
う
者
の
心
得
と
し
て
�
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
所
長
の
東
畑
精
一
氏
の�
現
地
主
義
�
の
実
践
や
毛
沢
東
の�
調

査
な
く
し
て
発
言
権
な
し
�
と
い
う
格
言
を
引
き
合
い
に
出
し
�
熱

心
に
説
明
さ
れ
て
い
た
姿
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

る
�
石
田
ゼ
ミ
へ
入
�
て
か
ら
も
�
何
度
と
な
く
語
学
習
得
の
重
要

性
�
現
地
の
人
々
と
の
交
流
�
調
査
研
究
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
い

て
こ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
�

　

少
々
前
置
き
が
長
く
な
�
た
が
�
本
書
は
�
�
現
地
主
義
�
の
実

践
者
で
も
あ
る
氏
の
渾
身
の
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
�
一
九
七
〇
年

代
半
ば
よ
り
足
繁
く
台
湾
を
訪
問
し
�
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の

民
主
化
の
進
展
を
肌
で
感
じ
取
�
て
き
た
著
者
独
自
の
台
湾
感
覚
の

よ
う
な
も
の
が
本
書
か
ら
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
�
て
く
る
�
ま
た
��
一

九
八
七
年
の
戒
厳
令
解
除
後
の
台
湾
政
治
が
ど
の
よ
う
な
筋
道
を

辿
�
て
民
主
化
に
至
�
た
の
か
�
そ
の
苦
難
の
歴
史
を
多
く
の
読
者

に
知
�
て
も
ら
い
た
く
�
と
あ
と
が
き
に
あ
る
通
り
�
本
書
は
氏
の

熱
い
メ
�
セ
�
ジ
が
込
め
ら
れ
て
お
り
�
台
湾
研
究
に
関
心
を
持
つ

若
手
研
究
者
や
学
生
�
一
般
の
人
々
に
と
�
て
た
い
へ
ん
刺
激
的
で

興
味
深
い
内
容
と
な
�
て
い
る
�

序
章　
　

研
究
課
題
と
問
題
意
識―

―

独
裁
政
権
と
台
湾
経
済

第
一
章　

戦
後
台
湾
の
政
治
と
経
済―

―

民
主
化
と
経
済
発
展

第
二
章　

民
主
化
へ
の
確
か
な
足
取
り�
Ⅰ
�
一
九
八
九
年
�
一

九
九
一
年

第
三
章
�
民
主
化
へ
の
確
か
な
足
取
り�
Ⅱ
�
一
九
九
二
年
�
一

九
九
四
年

第
四
章　

複
雑
な
社
会
構
造
を
反
映
し
た
三
党
体
制
の
確
立―

―

総
統
選
挙
を
睨
ん
だ
一
九
九
五
年
第
三
期
立
法
委
員
選
挙

第
五
章　

一
九
九
六
年
総
統
選
挙
と
中
台
経
済―

―

中
台
経
済
か

ら
見
た
台
湾
の
将
来
展
望

第
六
章　

李
登
輝
再
選
後
の
一
年
を
検
証
す
る―

―

総
統
選
挙
後

の
中
台
経
済
関
係

第
七
章　

中
央
を
包
囲
す
る
台
湾
の
地
方
選
挙―

―

一
九
九
七
年

第
一
三
期
県
市
長
選
挙

第
八
章　

二
〇
〇
〇
年
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
対
中
政
策―

―

一
九

九
八
年
立
法
委
員
と
台
北
・
高
雄
市
長
と
台
北
・
高
雄
市
議
員

の
ト
リ
プ
ル
選
挙

第
九
章　

二
〇
〇
〇
年
総
統
選
挙
と
日
台
中
の
行
方―

―

�
内
憂
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石
田
浩
著

�
台
湾
民
主
化
と
中
台
経
済
関
係

　

―
―

政
治
の
内
向
化
と
経
済
の
外
向
化
�

Ａ
５
判
・
三
〇
四
頁
・
関
西
大
学
出
版
部
・
三
�
七
八
〇
円
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外
患
�
と
新
総
統
へ
の
期
待

第
一
〇
章　

一
周
年
を
迎
え
た
陳
水
扁
政
権
を
検
証
す
る―

―

第

四
原
発
問
題
と
対
中
投
資
ブ
�
ム

第
一
一
章　

政
治
の
内
向
化
と
経
済
の
外
向
化―

―

二
〇
〇
一
年

第
五
期
立
法
委
員
・
第
一
四
期
県
市
長
選
挙
と
中
台
経
済
関
係

第
一
二
章　

対
中
経
済
依
存
と
二
〇
〇
四
年
総
統
選
挙―

―

二
〇

〇
二
年
台
北
市
長
・
市
議
員
と
高
雄
市
長
・
市
議
員
の
選
挙

第
一
三
章　

台
湾
総
統
選
挙
と
今
後
の
中
台
関
係―

―

三
回
目
を

迎
え
た
総
統
選
挙
と
台
湾
政
局

終
章　

中
台
経
済
交
流
の
回
顧
と
展
望―

―

台
湾
本
土
化
と
中
台

経
済
関
係

あ
と
が
き

　

序
章
で
は
�
こ
れ
ま
で
の
台
湾
に
お
け
る
選
挙
の
変
遷
に
つ
い
て

紹
介
し
��
台
湾
経
験
�
や�
開
発
独
裁
�
を
キ
�
ワ
�
ド
に
�
台
湾

お
よ
び
台
湾
研
究
に
対
す
る
問
題
意
識
を
提
示
し
て
い
る
�

　

第
一
章
で
は
�
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
中
国
意
識
と
戦

後
の
日
本
知
識
人
の
台
湾
意
識
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
う
え
で
�
戦

後
台
湾
の
政
治
・
経
済
の
発
展
過
程
を
概
観
し
�
現
在
台
湾
が
抱
え

る
民
主
化
と
経
済
発
展
の
課
題
を
検
討
し
て
い
る
�

　

第
二
章
は
一
九
八
九
年
の
統
一
選
挙
と
一
九
九
一
年
第
二
期
国
民

代
表
大
会
選
挙
の
結
果
か
ら
�
民
主
選
挙
の
定
着
と
国
民
党
勝
利
の

要
因
を
分
析
し
て
い
る
�

　

第
三
章
は
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
の
一
連
の
選
挙
結

果
と
�
台
湾
政
治
の
複
雑
性
と
三
党
政
治
体
制
確
立
に
つ
い
て
取
り

上
げ
�
台
湾
政
治
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
�
さ
ら
に
�

一
九
九
六
年
三
月
の
総
統
選
挙
を
台
湾
の
民
主
主
義
体
制
の
完
成
と

位
置
づ
け
�
問
題
提
起
を
行
�
て
い
る
�

　

第
四
章
で
は
��
白
色
テ
ロ
�
の
下
で
の
民
主
化
過
程
と
民
主
化
運

動
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
�
九
五
年
の
立
法
院
選
挙
の
選
挙
結
果
を

分
析
し
��
省
籍
矛
盾
�
に
起
因
し
た
社
会
構
造
の
複
雑
性
と
今
後
の

中
台
関
係
と
日
本
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
�

　

第
五
章
は
�
ま
ず
九
六
年
の
李
登
輝
再
選
の
要
因
分
析
を
行
い
�

今
後
の
李
政
権
の
抱
え
る
課
題
と
ポ
ス
ト
李
登
輝
の
台
湾
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
�
こ
れ
ま
で
の
中
台
対
立
構
造
の
変
動
と
中

台
経
済
交
流
の
進
展
を
概
観
し
�
近
年
の
両
国
の
貿
易
・
投
資
状
況

の
推
移
か
ら
活
発
化
す
る
中
台
関
係
の
現
状
を
分
析
し
�
今
後
は
資

本
・
技
術
集
約
的
産
業
の
投
資
の
増
大
と
投
資
地
域
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
と
し
て
い
る
�
そ
し
て
�
李
登
輝
政
権
の
唱
え
る�
南
向
政

策
�
や�
東
進
政
策
�
の
状
況
を
考
察
し
�
そ
の
限
界
性
に
つ
い
て

指
摘
し
て
い
る
�

　

第
六
章
は
李
政
権
の
一
年
を
振
り
返
り
�
中
台
関
係
に
つ
い
て
考

察
を
行
�
て
い
る
�
李
登
輝
政
権
に
対
す
る
評
価
で
は
�
治
安
の
悪

化
や
社
会
秩
序
の
混
乱
か
ら
民
心
が
離
れ
つ
つ
あ
る
と
し
�
そ
れ
と

対
照
的
に
陳
水
扁
台
北
市
長
へ
の
支
持
の
高
ま
り
と
民
進
党
へ
の
期

待
が
高
ま
�
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
�
ま
た
�
後
半
部
分
で

は
�
台
湾
の
経
済
の
対
中
依
存
の
拡
大
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
�

李
登
輝
政
権
と
台
湾
の
将
来
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
�

　

第
七
章
で
は
�
第
一
三
回
県
市
長
選
挙
に
お
け
る
民
進
党
躍
進
の

要
因
を
探
り
�
対
中
政
策
・
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
�
テ
�
に
つ
い
て
行

わ
れ
た
民
意
調
査
の
結
果
か
ら
�
台
湾
国
民
の
民
意
の
所
在
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
�
ま
た
�
民
主
化
の
進
展
に
伴
い
顕
在
化
し
た
社
会

矛
盾
の
拡
大
や
社
会
秩
序
の
乱
れ
と
い
�
た
問
題
に
つ
い
て
言
及

し
�
政
府
の
実
力
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
�

　

第
八
章
で
は
�
一
九
九
八
年
立
法
委
員
と
台
北
・
高
雄
市
長
と
台

北
・
高
雄
市
議
員
の
ト
リ
プ
ル
選
挙
で
の
国
民
党
の
躍
進
�
民
進
党

の
停
滞
�
新
党
の
退
潮
の
要
因
分
析
を
行
�
て
い
る
�
ま
た
�
台
北

市
長
・
市
議
員
選
挙
と
高
雄
市
長
・
市
議
員
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
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分
析
し
�
台
湾
の
対
中
政
策
の
曖
昧
さ
を
指
摘
し
�
二
〇
〇
〇
年
の

総
統
選
挙
ま
で
の
台
湾
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い

る
�

　

第
九
章
は
�
最
初
に
二
〇
〇
〇
年
総
統
選
挙
で
の
各
候
補
者
の
勝

因
と
敗
因
の
分
析
を
行
�
た
う
え
で
�
今
後
台
湾
が
直
面
す
る
問
題

と
し
て
�
内
政
問
題
�
中
台
関
係
�
国
際
関
係
の
三
点
を
挙
げ
�
内

政
問
題
で
は
��
省
籍
矛
盾
�
の
拡
大
��
黒
金
政
治
�
へ
の
対
応
と

国
民
党
の
党
産
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
�
中
台
関
係
に
つ
い
て

は
民
進
党
の
党
綱
領
問
題
と
中
国
の
攻
勢
へ
の
対
応
を
検
討
し
�
国

際
関
係
に
つ
い
て
は
�
日
台
文
化
交
流
の
重
要
性
�
日
本
の�
ア
ジ
ア

の
安
定
と
発
展
�
へ
の
役
割
と
日
台
経
済
交
流
の
促
進
に
つ
い
て
論

述
し
�
日
本
側
の
具
体
的
な
対
応
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
�

　

第
一
〇
章
で
は
�
前
半
部
分
で
は
陳
水
扁
政
権
の
一
年
を
振
り
返

り
�
低
迷
に
あ
え
ぐ
台
湾
経
済
�
W
T
O
加
盟
を
睨
ん
で
の�
三
通

問
題
��
第
四
原
発
問
題
に
よ
る
政
局
の
混
乱
と
い
�
た
陳
政
権
の

抱
え
る
不
安
定
要
因
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
�
後
半
部
分
で
は
�
台

湾
・
中
国
の
統
計
資
料
�
主
要
新
聞
の
資
料
や
経
済
部
統
計
処
・
経

済
部
投
資
審
議
委
員
会
に
よ
る
ア
ン
ケ
�
ト
結
果
を
中
心
に
�
近
年

急
増
す
る
対
中
投
資
・
貿
易
の
質
的
変
化
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
�

台
湾
で
の�
政
経
分
離
�
に
拍
車
が
か
か
�
て
い
る
と
し
て
い
る
�

　

第
一
一
章
で
は
�
二
〇
〇
一
年
第
五
期
立
法
員
選
挙
と
第
一
四
期

県
市
長
選
挙
の
選
挙
結
果
分
析
を
行
い
�
そ
れ
に
関
連
す
る
課
題
と

し
て
�
①
政
局
立
て
直
し
②�
黒
金
政
治
�
問
題
�
③
運
命
共
同
体

の
建
設
�
④
対
中
投
資
の
拡
大
と
産
業
の
空
洞
化
を
挙
げ
�
そ
れ
ら

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
�
後
半
部
分
で
は
�
台
湾
の
対
中
貿
易
依

存
度
�
製
造
業
別
の
対
中
投
資
額
の
推
移
�
国
別
対
外
投
資
比
率
と

い
�
た
様
々
な
指
標
か
ら
緊
密
化
す
る
中
台
経
済
関
係
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
�
ま
た
�
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
台
湾
国
民
の
政

党
別
支
持
率
の
推
移
や
国
民
の
群
族
意
識
の
変
化
を
概
観
し
�
中
台
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関
係
の
変
化
に
伴
う
民
意
の
変
化
を
立
体
的
に
捉
え
�
台
湾
ア
イ
デ

ン
テ
�
テ
�
の
確
立
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
�

　

第
一
二
章
で
は
�
二
〇
〇
二
年
の
台
北
市
長
・
市
議
員
と
高
雄
市

長
・
市
議
員
の
選
挙
で
は
政
策
論
争
よ
り
も
��
藍
色
連
盟
�
と�
緑

色
連
盟
�
の
両
陣
営
の
ネ
ガ
テ
�
ブ
・
キ
�
ン
ペ
�
ン
選
挙
の
色
彩

が
強
い
と
し
て
い
る
�
ま
た
�
当
選
者
の
高
学
歴
化
や
女
性
議
員
の

増
加
�
若
年
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
�
今
後
の
政
局
の
変
化
の
可
能

性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
�
後
半
部
分
で
は
�
今
回
の
選
挙
結
果

と
各
種
民
意
調
査
を
も
と
に
�
二
〇
〇
四
年
の
総
統
選
挙
の
展
望
と

そ
の
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
�
結
論
部
分
で
は
�
民
進
党
の
一

貫
し
た
政
策
の
欠
如
や
政
権
運
営
能
力
の
未
熟
さ
を
指
摘
し
�
二
〇

〇
四
年
の
総
統
選
挙
を
睨
ん
だ
形
で
の
問
題
提
起
を
行
�
て
い
る
�

　

第
一
三
章
で
は
�
第
一
一
期
総
統
選
挙
の
結
果
と
今
後
の
対
中
政

策
に
つ
い
て
の
分
析
と
こ
の
四
年
間
の
陳
水
扁
政
権
の
評
価
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
�
特
に
�
今
後
の
課
題
と

し
て
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
�
テ
�
の
確
立
と
本
土
化
の
必
要
性
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
�

　

終
章
で
は
近
年
の
中
国
と
の
経
済
交
流
の
緊
密
化
の
実
態
を
様
々

な
統
計
資
料
を
用
い
て
分
析
を
行
�
て
い
る
�
後
半
部
分
で
は
台
湾

本
土
化
に
伴
う
政
治
の
内
向
化
と
経
済
の
外
向
化
に
つ
い
て
ふ
れ
�

現
在
台
湾
が
抱
え
る
問
題
点
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
�
ま
た
�

様
々
な
中
台
間
の
投
資
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
書
か
ら
実
際
の
台

湾
企
業
の
中
国
に
お
け
る
企
業
活
動
の
問
題
点
に
つ
い
て
様
々
な
角

度
か
ら
指
摘
し
て
い
る
�

　

あ
と
が
き
で
は
�
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
台
湾
市
民
が
時
代
の
経

過
と
と
も
に
沈
着
冷
静
な
目
で
行
動
す
る
有
権
者
へ
と
変
化
し
て
き

た
と
し
つ
つ
も
�
近
年
の
理
想�
政
治
�
と
現
実�
経
済
�
が
大
き
く

乖
離
し
�
台
湾
の
若
者
の
政
治
離
れ
が
進
む
中
�
今
後
の
台
湾
が
ど

の
よ
う
な
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
の
か
と
台
湾
国
民
へ
問
い
か
け
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る
形
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
�

　

本
書
は
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
各
選
挙
の
選
挙
動

向
に
つ
い
て
�
主
要
新
聞
の
資
料
や
台
湾
・
中
国
の
各
種
統
計
資
料

を
駆
使
す
る
だ
け
で
な
く
�
現
地
の
友
人
や
市
井
の
人
々
か
ら
得
た

情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
分
析
を
行
�
て
い
る
�
い
ず
れ
の
章

に
お
い
て
も
�
台
湾
の
選
挙
動
向
を
ア
�
プ
・
ツ
�
・
デ
�
ト
な
形

で
紹
介
し
�
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
台
湾
の
民
主
主
義
の
深
化
を
�

民
主
化
�
経
済
発
展
�
ア
イ
デ
ン
テ
�
テ
�
�
対
中
関
係
と
関
連
づ

け
た
立
体
的
分
析
を
行
�
て
い
る
�
こ
の
よ
う
な
分
析
の
背
後
に

は
�
経
済
の
み
な
ら
ず
�
政
治
・
社
会
・
歴
史
・
文
化
と
い
�
た
様
々

な
諸
相
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
�
本
当
の
台
湾
の
姿
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
長
年
の
著
者
の�
現
地
主
義
�
の
実
践
が
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
�
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
�

                

▼
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